
日
本
共
産
党
の
田
村
智
子
委

員
長
が
８
日
、
こ
と
で
ん
瓦

町
駅
前
で
お
こ
な
っ
た
街
頭

演
説
の
大
要
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
参
議
院
選
挙
、
私
た
ち

日
本
共
産
党
は
「
自
民
・
公
明

少
数
に
追
い
込
む
ん
だ
」
「
そ

れ
が
憲
法
を
開
く
ん
だ
」
と
、

こ
の
こ
と
を
目
標
に
た
た
か
っ

て
い
ま
す
。

日
本
社
会
の
希
望
は

日
本
共
産
党
の
躍
進

日
本
社
会
の
希
望
、
そ

れ
は
日
本
共
産
党
で
す
。

50
の
議
席
を
争
う
比
例
代

表
で
す
。
今
あ
る
４
つ
の

改
選
議
席
を
５
に
伸
ば
し

て
白
川
よ
う
子
さ
ん
を
ぜ

ひ
国
会
へ
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
し
か
し
ま
だ
選
挙
の

取
り
組
み
が
遅
れ
、
こ
の

ま
ま
で
は
厳
し
い
結
果
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

白
川
よ
う
子
さ
ん
は
こ

の
間
、
四
国
中
を
回
っ
て

た
く
さ
ん
の
暮
ら
し
の
要

求
、
そ
の
声
を
こ
の
体
に

刻
み
に
刻
ん
で
き
た
。

そ
し
て
今
は
活
動
範
囲

が
広
が
っ
て
沖
縄
ま
で

含
め
て
、
平
和
の
思
い
、

米
兵
の
性
暴
力
で
苦
し

む
女
性
た
ち
の
声
、
本

当
に
こ
の
身
に
刻
ん
で

き
た
。
そ
の
声
を
届
け

る
の
が
日
本
共
産
党
で

す
。香

川
選
挙
区
の
長
尾
ま
さ
き

さ
ん
は
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の
記

者
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
不
正
義
を
暴
く
。
暮
ら

し
に
寄
り
添
う
。
政
治
を
変
え

る
。
希
望
を
届
け
る
。
こ
の
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
の
記
者
と
し
て
活

躍
し
て
き
た
長
尾
ま
さ
き
さ
ん

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
と
野
党
の
共
闘

の
あ
た
ら
し
い
発
展

私
は
立
憲
民
主
党
の
野
田
代

表
と
会
談
し
、
力
を
合
わ
せ
て

32
あ
る
1
人
区
で
17
を
一
緒
に

た
た
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
政
治
は
変
わ
る
の
か
・

衆
議
院
で
追
い
詰
め
自
公
を
少

数
に
追
い
詰
め
た
こ
と
は
、
確

か
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
選

択
的
夫
婦
別
姓
の
法
案
、
28
年

ぶ
り
に
法
案
の
審
議
を
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
法
案
は
今

も
国
会
の
中
で

生
き
て
い
ま
す
。

企
業
団
体
献
金

の
禁
止
を
30
年

間
、
日
本
共
産

党
だ
け
が
国
会

で
法
案
を
提
出

し
て
き
ま
し
た
。

今
や
他
の
野
党

も
自
民
党
に
迫

る
国
会
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。

物
価
高
対
策
は
消
費

税
減
税
し
か
な
い

消
費
税
５
％
減
税
は
、
毎
日

の
買
い
物
の
た
め
に
全
て
の
も

の
が
減
税
に
な
る
。
税
率
が
一

つ
に
な
り
ま
す
か
ら
、
も
う
小

さ
な
お
店
を
苦
し
め
て
い
る
イ

ン
ボ
イ
ス
も
、
き
っ
ぱ
り
廃
止

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
の
財
源
を
ど
う
す

る
か
に
焦
点
が
当
た
っ
て
き
ま

し
た
が
、
儲
か
っ
て
い
る
大
企

業
富
裕
層
へ
の
減
税
や
税
金
の

お
ま
け
を
や
め
て
、
消
費
税
の

減
税
の
財
源
に
あ
て
よ
う
じ
ゃ

な
い
か
。

日
本
共
産
党
は
、
大
企
業
に

過
大
な
負
担
を
求
め
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
よ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

か
ら
の

【
２
面
に
つ
づ
く
】
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「
パ
ワ
ー
・
ト
ｳ
ー･

ザ･

ピ
ー
プ
ル
！
！
」

７
月
８
日
瓦
町
駅
前

で
日
本
共
産
党
田
村

委
員
長
が
演
説
前
に

高
ら
か
に
歌
っ
た
。

１
９
７
１
年
ジ
ﾖ

ン
・
レ
ノ
ン
の
作
品

で

、

直

訳

す

れ

ば

「
人
々
に
は
力
が
あ

る
」
１
番
の
歌
詞
は

社
会
変
革
（
革
命
）
、
２
番
は
労
働
運

動
を
鼓
舞
し
て
い
る
。
趣
深
い
の
は
３

番
同
胞
の
カ
ッ
プ
ル
に
向
け
た
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
を
啓
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ

て
い
る
。
小
野
洋
子
の
影
響
で
は
あ
る

が
、
半
世
紀
前
の
先
進
的
な
感
性
が
色

褪
せ
て
い
な
い
。

ジ
ョ
ン
が
生
き
て
い
れ
ば
、
今
ど
の

よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
の
だ

ろ
う
か
。

現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
、

ブ
ー
ル
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
テ
ィ
ー
ン

が
ト
ラ
ン
プ
批
判
を
展
開
し
て
話
題
と

な
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
で
は

「
米
国
は
腐
敗
し
た
無
能
な
政
権
で
あ

る
。
政
府
に
よ
る
抑
制
と
均
衡
が
機
能

し
な
く
な
っ
た
後
、
最
後
に
権
力
を
抑

制
で
き
る
の
は
国
民
、
つ
ま
り
皆
さ
ん

と
私
だ
」
。
ラ
イ
ブ
の
Ｍ
Ｃ
で
も
移
民

政
策
等
を
批
判
し
て
い
る
。

一
フ
ァ
ン
と
し
て
心
配
す
る
の
は
、

ジ
ョ
ン
が
Ｆ
Ｂ
Ｉ
か
ら
監
視
さ
れ
た
よ

う
に
、
ブ
ル
ー
ス
へ
も
不
当
な
圧
力
が

か
か
ら
な
い
か
。

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
、
意
識
を

高
め
て
権
力
を
監
視
し
、
正
当
な
選
挙

権
を
行
使
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
民
衆
の

力
を
！

（
ち
）

比
例
５
議
席
を
必
ず

田
村
委
員
長
の
演
説
【
大
要
】

お知らせ

７月の発行を、６・13

20日付に変更しました。

ご了承下さい。

民主香川社

８
日
、
白
川
よ
う
子
のYouTu

b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
日
本
共
産

党
の
山
添
拓
参
院
議
員
と
、
白

川
よ
う
子
参
院
比
例
候
補
が

「
い
の
ち
の
声
」
を
テ
ー
マ
に

多
様
な
声
を
受

け
止
め
な
が
ら

語
り
合
う
双
方

向
型
ト
ー
ク
ラ

イ
ブ
を
開
催
し

ま
し
た
。
地
域

や
現
場
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
質
問

や
声
を
取
り
上

げ
、
山
添
氏
や

白
川
氏
が
具
体

的
な
政
策
や
自

身
の
経
験
を
語

り
ま
し
た
。

山
添
議
員
は

「
維
新
・
国
民
・

参
政
は
医
療
費

削
減
を
自
公
に

煽
る
よ
う
な
姿

勢
を
示
し
て
い

る
。
国
民
は
企

業
団
体
献
金
の

禁
止
を
妨
害
す

る
な
ど
、
肝
心

な
と
こ
ろ
で
自

公
に
助
け
舟
を

出
す
勢
力
。
参

政
の
よ
う
に
排
外
主
義
を
煽
る

な
ど
言
語
道
断
。
そ
う
い
う
勢

力
が
伸
び
て
も
新
し
い
政
治
は

つ
く
れ
な
い
。
大
企
業
中
心
や

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
な
ど
、
今

の
政
治
の
ゆ
が
み
を
た
だ
す
日

本
共
産
党
が
伸
び
て
こ
そ
、
政

治
を
変
え
る
展
望
が
開
け
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

白
川
候
補
は
「
暮
ら
し
の
大

変
さ
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
、

外
国
人
で
は
な

く
自
民
党
政
治

そ
の
も
の
。
日

本
共
産
党
は
対

立
と
分
断
を
と

め
る
防
波
堤
。

今
こ
そ
、
対
立

で
は
な
く
、
連

帯
を
訴
え
た
い
。

自
公
を
少
数
に

追
い
込
む
た
め

に
、
力
を
合
わ

せ
ま
し
ょ
う
」

と
語
り
ま
し
た
。
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家
号
。
苗
字
と
は
別
に
農
家

や
商
家
に
つ
け
ら
れ
た
称
号
、

通
称
。
出
身
地
、
地
形
、
住
居

の
位
置
、
職
業
な
ど
を
も
と
に

家
ご
と
に
作
ら
れ
苗
字
の
代
用

と
し
て
日
常
的
に
用
い
ら
れ
た

が
、
一
般
庶
民
の
多
く
は
屋
号

を
持
た
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
明

治
３
年
（
１
８
７
０
）
に
平
民

も
苗
字
の
使
用
を
許
さ
れ
た
こ

と
、
明
治
８
年
（
１
８
７
５
）

全
て
の
平
民
に
苗
字
を
名
乗
ら

せ
た
こ
と
を
機
に
、
屋
号
の
多

く
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
た

だ
し
、
商
家
な
ど
で
は
商
号
と

し
て
引
き
続
き
使
わ
れ
た
。
ま

た
、
地
域
内
の
多
数
の
家
が
同

性
で
あ
る
よ
う
な
地
域
で
は
、

引
き
続
き
屋
号
が
使
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。

※

本
家
の
屋
号
は
、
分
家

や
新
屋
に
そ
の
ま
ま
移
さ

れ
た
。
分
家
や
新
屋
が
新

た
な
屋
号
を
名
乗
る
こ
と

は
原
則
と
し
て
な
か
っ
た
。

※

地
域
内
に
青
木
性
の
多

い
亀
水
町
塩
家
地
区
は
、

最
近
ま
で
屋
号
が
よ
く
使

わ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、

次
第
に
使
わ
れ
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
。

大
正
末
期
～
戦
前
に
か
け
て

の
香
西
町
の
屋
号
（
例
）

◎
本
津石

風
呂
（

／
愛
染
）

岩
見
屋
（

／
奥
野
）

◎
愛
染橋

本
屋
（
塩
田
業
／
愛
染
藤
太

）

瀬
戸
屋
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
う
ど
ん
／
谷
本

）

奈
良
屋
（
農
業
／
後
藤
）

岩
見
屋
（
豆
腐
・
あ
げ
／
奥
野

）

伊
予
屋
（
網
元
／
久
保
）

や
か
ま
し
屋
（
和
菓
子
／
松
村
）

◎
釣
東よ

ろ
ず
屋
（
呉
服
／
高
原
）

ま
ん
じ
ゅ
屋
（
和
菓
子
／
村
岡
）

米
屋
（
米
穀
／
香
西
）

桶
屋
（
桶
の
製
造
修
理
／
河
野

）

◎
釣
西し

ま
屋
（
う
ど
ん
・
そ
ば
／
島
原
）

し
ま
屋
（
表
具
／
島
原
）

井
筒
屋
（
醤
油
製
造
／
久
保
）

佐
野
屋
（
料
理
・
魚
／
福
家
）

堺
屋
（
金
融
／
平
尾
）

宝
饅
頭
（
饅
頭
屋
／
浜
田
）

◎
東
本
町

つ
な
い
屋
（
自
転
車
／
綱
井
）

◎
西
本
町

大
阪
屋
（
大
工
・
桶
／
河
野
）

わ
か
や
（
料
理
／
若
林
）

山
城
屋
（
家
具
／
山
城
）

小
倉
屋
（
鉄
工
所
／
山
口
）

◎
中
塚中

津
屋
（
金
融
／
泉
川
）

角
屋
（

／
角
田
）

和
泉
屋
（

／
泉
川
）

日
比
屋
（
金
融
／
日
中
）

丹
後
屋
（
呉
服
／
米
沢
）

ふ
じ
た
か
（
醤
油
製
造
／
高
原

）

大
正
湯
（
風
呂
／
林
田
）

松
月
堂
（
和
菓
子
／
松
尾
）

◎
中
ん
町

サ
ロ
ン
エ
プ
ロ
ン
（
カ
フ
ェ
／
新
藤
）

か
ら
つ
屋
（
陶
器
・
金
具
／
橋
本
）

大
黒
屋
（
風
呂
／
大
橋
）

ま
ね
き
屋
（
呉
服
／
高
原
）

よ
ろ
づ
屋
（
雑
貨
／
大
橋
）

◎
平
賀油

屋
（
海
運
業
／
遠
藤
）

み
と
り
屋
（

／
三
好
）

加
賀
屋
（
農
業
／
香
川
）

三
軒
屋
（
海
運
業
／
三
村
）

林
屋
（
山
守
り
・
農
業
／
林
田
）

た
ど
ん
屋
（
海
運
／
三
村
）

浜
の
屋
（

／
吉
岡
）

新
庄
屋
（

／
塩
田
）

香
川
屋
（

／
香
川
）

鹿
島
屋
（

／
上
林
）

か
じ
ま
屋
（
便
利
屋
／
エ
ン
さ
ん
）

郷
土
史
辞
典｢

笠
居
郷
探
訪｣

（
一
部
抜
粋
）

㉙

屋
号
（
や
ご
う
／
香
西
の
屋
号
）

著
者

立
山

信
浩

白川よう子✕山添拓トークライブ
「いのちの声」をつなぐ
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